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市民と野党の共闘で政治

を変えよう。憲法、くらし、

平和を大切にする都政を
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野
党
６
党
も
そ
ろ
っ
て
知
事
選
挙
勝
利
を
誓
い
あ
う

晃
書
記
局
長
、
社
民
党
の
伊
地
智
恭
子

都
連
幹
事
長
、
新
社
会
党
の
福
田
光
一

都
本
部
委
員
長
、
緑
の
党
の
漢
人
明
子

都
本
部
共
同
代
表
、
東
京
・
生
活
者
ネ
ッ

ト
の
山
内
れ
い
子
代
表
委
員
が
決
意
を

表
明
し
ま
し
た
。　

　
つ
づ
い
て
中
山
伸
実
行
委
員
会
座
長

か
ら
「
1
・
２
４
　
行
動
提
起
・
ア
ピ
ー

ル
」
と
し
て
小
池
都
政
の
転
換
に
向
け
、

「
各
地
域
の
共
闘
団
体
、
労
働
組
合
、
民

主
団
体
、
個
人
及
び
野
党
に
よ
る
共
闘

組
織
の
確
立
」「
市
民
と
野
党
が
力
を
合

わ
せ
て
、
共
通
政
策
の
策
定
、
候
補
者
選

定
を
進
め
る
」、「
各
地
域
、
分
野
に
市
民

と
野
党
の
で
都
知
事
選
挙
を
た
た
か
う

組
織
を
つ
く
る
こ
と
」
が
提
案
さ
れ
、
全

員
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に

全
員
で
〃
団
結
頑
張
ろ
う
〃
を
唱
和
し
、

都
知
事
選
挙
勝
利
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　
呼
び
か
け
人
会
議
の
五
十
嵐
仁
、
永

山
利
和
呼
び
か
け
人
代
表
が
開
会
と
閉

会
の
挨
拶
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
２
月
８
日
、
都
知
事
選
挙
に
向
け
た

第
１
回
「
候
補
者
選
定
委
員
会
」
が
野
党

各
党
、
革
新
都
政
を
つ
く
る
会
、
呼
び
か

け
人
会
議
の
代
表
、
実
行
委
員
会
の
構

成
者
、
浜
矩
子
さ
ん
、
宇
都
宮
健
児
さ
ん
、

前
川
喜
平
さ
ん
、
菱
山
南
帆
子
さ
ん
な

ど
呼
び
か
け
人
代
表
な
ど
の
出
席
で
衆

議
院
議
員
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
こ
の
間
の
呼
び
か
け
人
会
議

の
と
り
く
み
、「
１
・
２
４
キ
ッ
ク
オ
フ
」

集
会
の
成
功
な
ど
を
背
景
に
、
市
民
と

野
党
各
党
が
フ
ラ
ッ
ト
な
立
場
で
協
議

す
る
場
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、、

６
月
２
０
日
告
示
の
都
知
事
選
挙
で
の

候
補
者
の
選
定
に
つ
い
て
活
発
な
議
論

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
岸
田
首
相
は
「
裏
金
」

と
い
う
言
葉
を
使
わ
な

い
。
国
会
で
こ
の
こ
と

を
指
摘
し
て
「
な
ぜ
だ
」

と
共
産
党
の
志
位
さ
ん

が
聞
い
た
。
す
る
と
岸

田
首
相
は
そ
れ
に
答
え

ず
「
自
民
党
の
政
策
集
団

の
政
治
資
金
の
問
題
」
と
言
い
換
え

た
▼
そ
の
ほ
う
が
な
お
ヒ
ド
イ
じ
ゃ

な
い
か
、
と
私
は
思
っ
た
。
自
民
党

は
そ
の
政
策
活
動
、
つ
ま
り
一
番
大

切
な
政
治
活
動
を
法
に
違
反
し
て
収

支
報
告
に
も
記
載
せ
ず
、
税
金
も
払

わ
ず
、
使
い
道
も
あ
き
ら
か
に
出
来

な
い
カ
ネ
で
や
っ
て
き
た
、
と
わ
ざ

わ
ざ
自
分
か
ら
言
っ
て
い
る
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
と
思
っ
た
か
ら
だ
。

▼
こ
の
問
題
の
も
う
ひ
と
つ
の
側
面

は
パ
ー
テ
ィ
券
と
い
う
か
た
ち
で
シ

ス
テ
ム
化
し
た
裏
金
づ
く
り
の
や
り

方
が
、
庶
民
に
も
わ
か
り
や
す
く
、

イ
ン
ボ
イ
ス
や
ら
確
定
申
告
や
ら
で

苦
し
ん
で
い
る
さ
な
か
に
報
道
さ
れ

た
の
で
、
国
民
の
関
心
と
怒
り
が
並

み
た
い
て
い
で
は
な
い
こ
と
だ
。
▼

毎
日
新
聞
の
世
論
調
査
で
「
裏
金
問

題
に
つ
い
て
の
自
民
党
の
取
り
組
み

は
信
頼
回
復
に
つ
な
が
ら
な
い
」
8

4
％
「
派
閥
幹
部
が
説
明
責
任
を
果

た
し
て
い
る
と
は
思
わ
な
い
」
9
1

％
で
あ
る
。
こ
う
な
る
と
右
も
左
も

な
い
、
と
い
う
数
字
で
は
な
い
か
。

▼
と
い
う
こ
と
は
今
こ
そ
「
こ
ん
な

政
治
は
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
対
話
を
あ
ら
ゆ
る
ば
で
気
軽

に
す
す
め
て
い
く
絶
好
の
機
会
が
訪

れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
に
な
る
（
木
）

　
集
会
は
こ
の
間
、
東
京
に
お
け
る
市

民
と
野
党
の
共
闘
の
実
現
を
め
ざ
し
て

と
り
く
み
を
す
す
め
て
き
た
「
市
民
と
野

党
の
共
闘
の
実
現
で
都
政
転
換
を
」
め
ざ

す
呼
び
か
け
人
会
議
の
呼
び
か
け
に
応

え
て
結
集
し
た
「
２
０
２
４
年
東
京
都
知

事
選
挙
を
市
民
と
野
党
で
た
た
か
う
都

民
集
会
実
行
委
員
会
」
主
催
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
８
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
実
行
委
員
会
は
こ
の
集
会
の
成
功

の
た
め
昨
年
か
ら
３
回
の
会
合
を
開
き
、

知
恵
を
出
し
合
い
集
会
を
成
功
に
導
き

ま
し
た
。

　
集
会
は
は
じ
め
に
前
回
都
知
事
選
挙

で
市
民
と
野
党
の
共
闘
の
候
補
者
と
し

て
た
た
か
っ
た
宇
都
宮
健
児
さ
ん
が
連

帯
の
挨
拶
に
立
ち
、
都
知
事
選
挙
で
重

要
政
策
に
掲
げ
た
高
校
・
大
学
の
授
業
料

無
償
化
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
が

都
民
の
運
動
で
実
現
し
て
い
る
こ
と
を

報
告
。「
貧
困
と
格
差
が
ひ
ろ
が
る
い
ま
、

都
民
と
野
党
が
協
力
し
て
小
池
都
政
か

ら
都
政
を
取
り
も
ど
そ
う
」
と
訴
え
ま
し

た
。
　
つ
づ
い
て
１
５

の
都
内
各
地
、
各
分

野
か
ら
リ
レ
ー

ト
ー
ク
が
お
こ
な

わ
れ
（
内
容
下
段
）、

の
ぼ
り
や
横
断
幕
、

要
求
プ
ラ
カ
ー
ド

を
掲
げ
た
た
く
さ

ん
の
仲
間
の
応
援

を
受
け
て
の
訴
え

に
会
場
は
お
お
き

く
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　
野
党
か
ら
は
立

憲
民
主
党
の
塩
村

文
夏
参
院
議
員
、
日

本
共
産
党
の
小
池

どうなる東京 変えよう都政！　２０２４キックオフ

市民と野党の共闘で、都政転換を

２０２４年の都知事選挙が６月２０日告示、７月７日投票に迫るなか、１月２４日に

なかのＺＥＲＯ大ホールを会場に「どうなる東京 変えよう都政！２０２４キック

オフ」集会が、野党６党と全都各地の市民と野党の共闘団体、東京地評、新婦

人の会、東京民医連などの都段階の各種団体の参加で開催されました。

開会2月２０日(火)～

閉会3月２８日(木)予定

都議会第1回定例会

２月１９日(月) １７：００～
　　新宿駅西口 

開会前宣伝行動

１・２４

各分野から要求のリレートーク
◆処遇改善をしなければ保育が出

来ない…保育園園長  根本春野 ◇

都立病院に戻すためにたたかう…

小児医療センター看護師  高波恵

子 ◆障害者や家族の声を生かす都政をつくりたい…障害者と

家族の生活と権利を守る連絡会  垣見尚哉 ◇すべての子どもの

権利を実現する都政をつくりたい…教育連絡会  糀谷陽子 ◆中

小業者に先手の支援をする都知事を…東京都商工団体連合会  

黒田英彰 ◇自分の声が社会をつくると希望のもてる社会を…

環境アクティビスト  黒部睦 ◆性搾取のない東京をつくりたい

…新日本婦人の会  佐久間千絵 ◇気候変動は将来世代などを脅

かす人権問題。政治には重い責任がある…ｒｅｃｏｒｄ１.５ 

山本大貴 ◆都知事を変えて都民の声が届く都政に変えましょ

う…赤羽自然観察公園を１００年の森に育てる会  やさしいまち

をつくる北区の会 ◇希少な緑を壊して超高層ビルを建てるな

都

知

事

候

補

の

選

定

委

員
会
が
開
か
れ
る

どありえない計画…神宮外苑地区再開発の再考を願う建築・造

園・都市計画・環境の専門家有志  糸永浩司 ◆タワーマンショ

ンが建ち街の商店街が壊される…補助２９号線取消裁判原告団

長   池戸アキコ ◇平和な未来を築くため平和主義の知事を誕生

させよう…東京平和委員会  岸本正人 ◆保健所を増やし、命と

健康を守る都知事に変えよう…多摩地区の保健所増設を求める

会  永元須磨子 ◇地域から市民と野党の統一を実現し知事選に

勝利しよう…練馬９条の会  大柳武彦 ◆安心して働きつづけら

れる都政への転換を…東京地方労働組合評議会  矢吹義則

都 民 が つ く る 革 新 都 政
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東
京
都
の
２
０
２
４
年
度
当
初
予
算

案
が
１
月
２
６
日
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
で
８
兆
４
５
３
０
億
円
。
公

営
企
業
会
計
な
ど
を
く
わ
え
た
全
会
計

で
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
国
家
予
算
並
み

の
１
６
兆
５
５
８
４
億
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
一
般
会
計
は
３
年
連
続
の
過
去

最
高
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
小
池
都
知
事
は
予
算
案
発
表
に
あ

た
っ
て
、「
東
京
・
日
本
の
社
会
の
構
造
転

換
に
挑
み
、
一
人
一
人
が
輝
く
明
る
い

『
未
来
社
会
』
の
実
現
を
」
と
述
べ
ま
し

た
。
ま
た
、
予
算
案
発
表
と
同
時
に
「『
未

来
の
東
京
』
戦
略
」
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ン

プ
版
を
発
表
し
、
予
算
案
が
こ
の
あ
ら
た

な
「『
未
来
の
東
京
』
戦
略
」
に
も
と
づ

い
て
編
成
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強

調
し
ま
し
た
。

　
予
算
案
は
こ
の
「『
未
来
の
東
京
』
戦

略
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
「
稼
げ
る

都
市
」
＝
東
京
大
改
造
に
手
厚
く
予
算
が

配
分
さ
れ
、
日
本
橋
を
は
じ
め
築
地
市
場

跡
地
、
新
宿
駅
前
な
ど
の
超
高
層
ビ
ル
に

よ
る
大
規
模
再
開
発
、
陥
没
事
故
を
起
こ

し
た
外
か
く
環
状
道
路
、
都
道
特
定
整
備

路
線
な
ど
の
大
型
道
路
の
建
設
な
ど
１

２
０
０
億
円
も
の
予
算
が
投
じ
ら
れ
る

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
予
算
案
で
は
都
民
の
強
い
要
求

と
運
動
、
日
本
共
産
党
の
都
議
会
で
の
論

戦
と
と
り
く
み
な
ど
を
反
映
し
て
高
等

学
校
授
業
料
の
実
質
無
料
化
予
算
が
実

現
さ
れ
ま
し
た
。、
同
時
に
、
都
庁
の
な

か
で
「
都
知
事
選
対
策
」
と
揶
揄
さ
れ
て

い
る
普
段
は
冷
た
く
あ
し
ら
っ
て
済
ま

せ
て
い
る
施
策
へ
の
予
算
付
け
な
ど
、
明

ら
か
に
都
知
事
選
を
意
識
し
た
予
算
と

な
っ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
で
す
。

　
こ
の
２
０
２
４
年
度
予
算
案
に
つ
い

て
は
、
昨
年
７
月
に
発
し
た
「
来
年
度
予

算
の
編
成
方
針
（
副
知
事
依
命
通
達
「
令

和
６
年
度
東
京
都
予
算
の
見
積
も
り
方

針
」）
で
打
ち
だ
さ
れ
た
福
祉
や
教
育
な

ど
の
都
民
施
策
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ス

シ
ー
リ
ン
グ
の
継
続
、
都
が
見
直
し
を
求

め
て
い
る
施
策
の
１
０
％
シ
ー
リ
ン
グ
、

ん
だ
多
国
籍
企
業
の
た
め
の
グ
ロ
ー

バ
ル
都
市
づ
く
り
＝
都
市
再
生
を
受

け
継
ぎ
、
そ
れ
を
さ
ら
に
「
国
際
金
融

都
市
」「
稼
げ
る
都
市
」
と
し
て
発
展

さ
せ
、
爆
速
で
展
開
し
た
こ
と
に
あ

り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
２
０
２
０
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
奇
貨
と
し
た
東
京
都
心

部
、
臨
海
部
な
ど
を
軸
と
し
た
超
高

層
ビ
ル
群
に
よ
る
再
開
発
に
拍
車
を

か
け
、
晴
海
の
選
手
村
、
第
１
期
明
治

神
宮
外
苑
再
開
発
な
ど
の
再
開
発
を

財
界
言
い
な
り
に
押
し
す
す
め
て
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
ポ
ス
ト
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

し
て
高
さ
３
９
０
ｍ
の
常
盤
橋
地
区

再
開
発
、
築
地
市
場
跡
地
、
第
２
期
明

治
神
宮
再
開
発
や
品
川
駅
再
開
発
な

ど
を
同
時
多
発
的
に
推
進
す
る
と
と

も
に
、
都
心
部
・
臨
海
地
域
地
下
鉄
、

都
心
部
・
品
川
地
下
鉄
、
羽
田
空
港
ア

ク
セ
ス
新
線
な
ど
の
新
規
鉄
道
の
建

設
も
同
時
並
行
で
す
す
め
よ
う
と
し

て
い
る
の
で
す
。

　
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
再
開
発
を
促
進

す
る
た
め
に
東
京
都
は
国
家
戦
略
特

区
の
指
定
を
４
３
も
受
け
、
小
池
都

知
事
は
そ
の
国
家
戦
略
特
区
の
東
京

事
務
局
の
設
置
を
提
案
。
官
邸
と
一

体
と
な
っ
て
都
庁
の
な
か
に
置
き
推

進
し
て
い
る
の
で
す
。

　
小
池
都
知
事
は
ま
た
、
石
原
知
事

が
経
済
同
友
会
、
日
本
経
団
連
の
手

先
と
な
っ
て
都
政
に
持
ち
こ
ん
だ
小

さ
な
政
府
論
、
市
自
由
主
義
路
線
＝

自
己
責
任
論
を
継
承
、
都
民
に
冷
た

い
都
政
を
押
し
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
路
線
の
も
と
、
い
ま
東
京
都

２０２４ 年 度 東 京 都 当 初 予 算 案 発 表

小
池
都
政
８
年
③

政
府

・
財
界
い
い
な
り

検証

革新都政
 その後
連載 第５９回

で
は
都
民
サ
ー
ビ
ス
が
次
々
と
後
退

さ
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
正
規
の
職

員
が
削
減
さ
れ
、
非
正
規
雇
用
職
員

が
半
数
近
く
も
占
め
る
に
至
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
公
立
学
校
で
は

先
生
の
欠
員
、
不
補
充
な
ど
が
大
量

に
生
ま
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
満
足
な

教
育
を
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
異
常

な
事
態
が
生
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
都
立
・
公
社
病
院
の
地
方
独
立
行
政

法
人
化
も
強
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
能
登
半
島
地
震
は
あ
ら
た

め
て
住
宅
の
耐
震
化
の
重
要
性
を
示

し
ま
し
た
が
、
小
池
都
知
事
は
自
己

責
任
論
の
立
場
に
固
執
し
、
本
格
的

な
住
宅
耐
震
助
成
を
実
施
し
よ
う
と

は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
卯
月
は
じ
め

　
小
池
都
知
事
は
２
０
１
６
年
の
都

知
事
選
挙
に
あ
た
っ
て
無
党
派
無
所

属
で
立
候
補
。
都
議
会
の
ド
ン
と
い

わ
れ
た
都
議
会
議
員
を
仮
想
敵
に
見

立
て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
施
設

計
画
見
直
し
と
築
地
中
央
卸
売
市
場

の
豊
洲
移
転
の
見
直
し
、
東
京
都
情

報
の
全
面
的
開
示
な
ど
を
公
約
に
掲

げ
、
あ
た
か
も
反
自
民
の
旗
手
で
あ

る
か
の
よ
う
に
振
る
舞
う
こ
と
で
知

事
の
座
を
得
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
実
際
に
は
自
民
党
籍
を

残
し
た
ま
ま
の
立
候
補
・
知
事
就
任
。

２
期
目
の
選
挙
で
は
自
民
党
を
与
党

に
引
き
入
れ
て
の
都
政
運
営
に
終
始

し
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の
８
年
間
で
示
さ
れ
た
小

池
都
知
事
の
基
本
的
政
治
的
ス
タ
ン

ス
は
財
界
が
求
め
る
企
業
都
市
づ
く

り
の
実
行
部
隊
と
い
う
も
の
に
他
な

り
ま
せ
ん
。

　
小
池
都
政
の
８
年
の
特
徴
は
第
一

に
石
原
都
知
事
が
小
泉
、
安
倍
首
相

と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
都
政
に
持
ち
こ

財界ファースト・都民置き去り予算

革
新
都
政
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
補
助
率

２
分
の
１
以
上
の
都
民
の
た
め
の
サ
ー

ビ
ス
の
徹
底
し
た
削
減
な
ど
が
お
し
す

す
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
物
価
高
騰
に
苦

し
む
都
民
に
対
す
る
支
援
に
見
る
べ
き

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
活
困
窮
者
に

対
す
る
予
算
が
減
額
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
就
職
氷
河
期
世
代
を
含
む
中
高

年
者
の
た
め
の
就
業
支
援
対
策
予
算
も

減
額
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
重
大
で
す
。

　
さ
ら
に
、
２
７
年
間
１
円
も
引
き
あ
げ

ら
れ
て
こ
か
っ
た
一
人
親
家
庭
に
対
す

る
児
童
育
成
手
当
、
障
害
者
に
対
す
る
障

害
者
福
祉
手
当
に
つ
い
て
今
年
も
引
き

上
げ
を
拒
ん
で
い
ま
す
す
。

　
１
万
円
を
超
え
る
値
上
げ
（
試
算
）
が

想
定
さ
れ
て
い
る
国
民
健
康
保
険
料

（
税
）
に
対
す
る
保
険
料
（
税
）
の
引
き

下
げ
の
た
め
の
財
政
支
援
、
第
９
期
改
定

で
こ
れ
も
大
幅
な
利
用
料
引
き
上
げ
が

予
定
さ
れ
て
い
る
介
護
保
険
利
用
料
の

値
上
げ
抑
制
の
た
め
の
予
算
も
計
上
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
く
わ
え
て
昨
年
度
も
１
万
４
０
０
０

人
も
の
待
機
児
童
が
残
さ
れ
た
保
育
所

の
区
市
町
村
支
援
に
つ
い
て
も
、
3
年
連

続
の
減
額
を
押
し
つ
け
、
当
初
、
２
２
０

億
円
合
っ
た
予
算
が
わ
ず
か
４
０
億
円

に
削
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
ま
さ
に
財
界
フ
ァ
ー
ス
ト
、
都
民
置
き

去
り
の
予
算
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

新
自
由
主
義
の
旗
手

財
界
の
い
の
ま
ま

能登半島地震　被災地に寄り添う支
援、予防原則に立脚したとりくみを

　２０２４年の元旦を迎えた1月１日、午後４時過ぎに発生した

石川県能登半島を震源とする震度７の大規模地震は、国民の

生命、安全に対するこの国の劣弱な実態をあらためてあらわ

にしました。

　死者・安否不明者は２５０人を超し、発生から１ヶ月たっても、

石川県では１万４千人以上が避難所などに身を寄せています。

避難の長期化で心身ともに大きな負担を強いられており、断

水は６市町全域に及び、インフラ整備のめどは立っていませ

ん。厳寒のもとでの避難所の生活は過酷で、断水によるトイ

レの問題は深刻です。被災自治体のマンパワーは不足してお

り、さらに防災・危機管理部局に女性職員がいない市区町村が

あり、ジェンダーの視点からの災害対策も大きく立ち遅れて

います。

　また、財界が再稼働を促進してきた志賀原発は、能登地震

の直後に北陸電力や政府は「異常なし」としましたが、外部

電源の一部の使用不能や油漏れなどの重大なトラブルが起き

ています。原発再稼働は認められません。

　支援の手が届かぬ孤立した集落での営み、地震による隆起

で使えなくなった漁港、文字どおり焼け野原となった輪島市

の「朝市通り」、名高い温泉地のホテル、旅館など住まいや生

業を奪われた被災者は生活再建への不安にさいなまれていま

す。被災者に寄り添い、希望を持って安心して暮らせる営み

の支援策を示し、実行することが政府の果たすべき役割です。

　日本は、国土のどこでいつ大地震が起こっても不思議では

ない地震大国です。能登地震被災者に寄り添った支援を急ぎ

強化するとともに。東京都においても切迫が指摘されている

首都直下地震、南海トラフ地震に備え、予防原則に立脚した

対策を強化することは急務です。

「
稼
げ
る
都
市
」
に
手
厚
く

国
保
・
介
護
値
上
げ
必
至

品川駅周辺再開発

過去最高額の予算は都民のためにつかえ！

都 民 が つ く る 革 新 都 政


